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3つの「学び」からみた

新しい教科書

全ての子どもたちに音楽をする喜びと楽しさをとどけます



＼改訂の図っのポイント／
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学びが 学びが 楽しさを

見える 「つながる ［大切にした学び

「何を学ぶか」 系統的な題材構成を主軸とした ワクワクするような

「何ができるようになるか」を 学習の積み重ねによって、 紙面の工夫によって、

明確にします 着実に学ぶことができます 子どもたちの心を育てます
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改訂のポイント
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト 学びが見える一～「何を学ぶか」「何ができるようになるか」を明確にします

新しい教科書では、子どもたちが「何を学ぶか」「何ができるようになるか」をより具体的に分かり

やすく示すために、学習活動を「思考力、判断力、表現力等」「知識」「技能」の資質・能力に対応す

るように構成し、これらの学習活動を相互に関わらせることで、楽しみながら音楽の学びと向き合う

ことができるように編集しました。

r
 思考力、判断力、表現力等

r
 

r
 知鵬

r
 

＼考える／ ＼見つける／

B 図
気付いたことや学んだことをもとに、声や

音の出し方などを試したり比べたりしなが

ら、「このような音楽にしたい」という思い

や考えをもったり、曲や演奏のよさについ

て考えながら聴いたりするための活動を示

しています。

曲想が歌詞や音色、リズムなどと、どのよう

に関わっているか、楽器の音や響きが演奏

の仕方によって、どのように変わるかに気

付いたり、音やリズムなどの組み合わせが

生み出すよさや面白さを見つけたりするた

めの活動を示しています。

技能

＼歌う／ ＼演奏する／ ＼つくる／

" 

①「どのように学ぶか」
を示すことで、

子どもたちの

主体的な活動を

引き出します。

自分の思いを表せるように、声や楽器の音の出し方に気を付

け、互いに聴き合いながら歌ったり演奏したり、ねらいに合っ

た音を自由に選んだりまとまりのある音楽をつくったりする

ための活動を示しています。
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El これまでの学習活動（活動文）の示し方の例
G

u

 

●ばんそうをよくきいて、アとイのかんじのちがいに気をつけながら、拍にのって歌いましょう。

●アとイのせんりつの音の上がり下がりがどのようになっているのか、

音の高さに合わせて手を上下に動かしながら歌ってたしかめましょう。
令和2年度～「小学生の音楽3」から

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

曰新しい教科書の学習活動の示し方の例

①子どもたちの
「思いや意図をもつ」

「気付く・理解する」

「できる」をサポートします。

＼見つける I

”芦芯~'~どのようになっているかな。

音の高さに合わせて

手を上下に動かしながら

歌ってたしかめましょう。

ゐ
9

せんりつの音の

上がり下がりや

アとイのかんじに

合う歌い方や

えんそうのしかたを

考えましょう。

~
図

声や音の出し方に

気をつけて、

＼えんそうする I
歌ったり
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改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

学びがつながる
～系統的な題材構成を主軸とした学習の積み重ねle,よってて—着実に学ぶことができます

教育芸術社の教科書では、学んだことを関連付けたり活用したりすることができるように、音楽を形づくつ

ている要素を中心に、各教材を結び付けて題材が構成されています。また、それぞれの題材に適した教材

を開発・精選して配置することで、題材内の学習を通して、気付いたり見つけたりした内容が相互に関連・

発展していきます。

題材構成に

ついて

教科書の内容は、題

材を中心に組み立ててい

ます。各教材は、「題材J

という 1 つのテーマ（主

題）の中で構成されてい

るため、教材どうしを関

連付けながら効果的に学

習することができます。
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3 年
p.6ｷ7 

①題材のねらいに沿って、歌
唱、器楽、音楽づくり、鑑

賞の教材がバランスよく配

置されているため、さまざ

まな学習を通して楽しみな

がら音楽の力を身に付ける

ことができます。

可いろいろな音のひびきに
親しもう

トランペットふきの休日…••……••…………………••52
が』 9

［楽器ずかん】

トランペットのなかまを知ろう ....…………………••54 
よろこびの歌・・..………••....... •…••…•..........54 

ヽ

Ifフ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 56

®クロックミュージック ………………………………••58 

題材

教材群

学びが

つながる

題材構成

例えば、 3年生「 7．いろいろな音のひびき

に親しもう」では、「音色」を中心にしながら、

各教材の特徴に合わせて、「旋律」「強弱」「音

の重なり」「反復」「呼びかけとこたえ」などの

音楽を形づくっている要素と関連させて学習

を展開します。

［関連ページ］

●全学年の題材と系統一覧について

→本●p.20 • 21 
●題材構成に関する特集記事について

→本書p.22 • 23 
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曰3年生p.52~59 「7．いろいろな音のひびきに親しもう」
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金管楽器の
音色に注目して聴く

聴くねらいを分かりやすく示して

います（本書p.30) 。

鑑賞の学習をサポートするための

参考曲を、新たに加えました（本

書p.30) 。

重なり合う音の響きに

注目して合奏する

合奏を通して、重なり合う音の響

きを感じ取る活動を充実させ、次

の学習につなげます。

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

①
学
び
が
着
実
に
身
に
付
き
、
広
が
り
、
深
ま
り
ま
す
。巖
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童楽
つくり

これまでの学習を生かして
音楽をつくる

音色や重なり合う音の響きに注目

して音楽をつくる教材「クロック

ミュージック」を新たに加えました

（本書p.28) 。

4年生「7．いろいろな音のひびきを楽しもう」の学習ヘ
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改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

A” 

OIN3 

〇
｀ 楽しさを大切にした学び

～ワクワクするような紙面の工夫によって、子ともたちの心を育てます

新しい教科書の大きな特徴の一つとして、子どもたちが音楽をする喜びや楽しさを紙面から感じ取ること

ができるように、さまざまなデザインの工夫をしています。

教科書に

窒場する主な

キャラクター

教科書には主に4人の子どもと

ナビゲーターのキャラクターが

登場します。それぞれの学習内

容に応じてキャラクターの表情

やしぐさを変えたり、活動してい

る様子を表したりしています。

※表紙に関する詳細は、本書p.14をご覧

ください。

キャラクターイラスト：あらゐけいいち

①子どもたちの
興味•関心を

引き出すように

工夫しています。

こl キャラクターのさまざまな

表情やしぐさ、活動の様子の例

m
9
 

c
 

蕊几ファランドール n

ヽ●’"●1

図む閲芯ぢ関：さましょう．

4 年

p.40 

• _ 

~} 1 年
p.15 

飼

か

一ーへ
2年

p.38 
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紙面上の

工夫

新しい教科書では、 1 つの題材ごとのまとまりを分かりやすくし、それぞれの学年の中

で各題材が目立つように、キーカラーで色分けしました。また、学習をサポートする写

頁やイラストを精選して配置し、学習内容をより見やすくするために、白を基調とした紙

面デザインにして、教科書全体の統ーを図っています。

※ユニバーサルデザインに関する詳細は、本●p.38 • 39 をご覧ください。
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図
紙面の構成

窟

紙
面
の
構
成

教科書の紙面では、「何を目標に」「どのような活動を通して」「何を学ぶのか」が一目で分かるように示されているため、

見通しをもって学習に取り組むことができます。

各学年の目標を実現するために設

定したねらいです。学習のまとま

りを分かりやすくするため、各題

材の始めのページに大きく示して

います。

三

冒
〔
は
く
の
ま
と
ま
り
を
か
ん
じ
と
ろ
う

＼区のまとまりをかんじとりながらうたいましょう。 I 
J:100~108 

圧
几 はしの上で E

久野静夫日本梧困／フランス民謡

題材のねらいを具体的に

示しています。 う
た
っ
た
り
き
い
た
り
し
て
、
ー
一

は
く
の
ま
と
ま
り
を
か
ん
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

ｮ 

し の 目ぅ
VI[.7[ 

えて・ のしく

VII7 巧
み んなて・

た
デ言丁
お どろー2

象デ
ィ
含

コ
ぃ目

ながら

g

]

 

ヨ
匂

計
ゴ
霜s

 □ □ | 」 」~vーよ― 」-] | 」 J VI 
お ばさんがとお る お じさんもとお る

令ーロ芦＿1 J__J__ V| 』コ＿］＿」
お うまがとお る こ いぬもとお こる（はじめから）

学習目標
（学習内害）

うたうじゅんばんア ➔ ィ ➔ ァ

14 

題材のねらいに迫るための各教材

の学習内容を示しています。

（何を学ぶのか）

1 つの題材の中で学習したことを振り返つて、

そのまとめやこれからの学習につなげていけ

るような内容を示しています。

※各題材の最後のページのみ

学習の
まとめ

10 



活動文
（学習活動）

学習活動を展開するための具体的な手立てを示しています。

C どのような活動を通して） G
 

2 年p.14·15 、 19

紙
面
の
構
成

＼見つけるI

悶寄う？盆せ手て5そびをしましょう。
はくのまとまりをかんじとることが

できるかな。

らがな
。

、
し
う

て
ょ
っ
を
し

の
び
ま

に
そ
い

く
あ
た

は
手
う

西
閲
うたうくみと

手あそびをする＜みに

分かれてもいいね。

吹き出し
（活動のヒント）

一 一

学習や工夫の観点のほか、子ど

もたちの気付きや思考を促した

り、活動を発展させる際の示唆を

与えたりするためのヒントを示し

ています。

/
- 写真や

イラスト

1
• < 

は

2
• 

1
• 

2
• 

をて令

y 2びょうしでリズムあそび① →本書p.12

活動の内容に関連した写真やイ

ラストなどの資料によって、子ど

もたちの主体的な学習をサポー

トします。

1人ずつじゅんばんに、日》！》のリズムを侭りでうってリレーしましょう。

約

•: 

c
 

e
:
 

c
 

?
`
 

c
 

?
 

➔ つづけて

•

1 
•

2 

•

1 
•

2 

•

1 
•

2 t
1
 

•

2 

〔共通事項〕
に関する
内容

教材を指導する際の目安となる、

〔共通事項〕に示された音楽を形づ

くっている要素を示しています。

15 

はくのまとまりをかんじとりながら、 2びょうしや 3びょうしの

音楽をうたったりきいたりすることができたかな。

' 
19 ※ユニバーサルデザインに関する詳細は、

本書p.38 • 39 をご覧ください。
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含
常時活動の
アイディア

紙
面
の
構
成

}
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リズムの学習は「常時活動」として扱うことで、拍子感やリズム感を育成するだけで

なく、友達と合わせて演奏するアンサンブルの技能を高めたり、音楽づくりに生かせ

る発想を得たりすることもできます。

1~4年生には発達段階や学習内容に応じた活動を掲載しました。鍵盤ハーモニカ

やリコーダーを活用した「常時活動」は、次の学習にもつながるウォーミングアップを

兼ねています。

口常時活動の例 (3年生）

リズムの「常時活動」の活用について

気持ちや体をほぐして授業に入ることができるように、授業

の最初に3分程度の時間を使って、少しずつ活動を積み重ね

ていきます。

①毎回の授業の最初に、リズムマシーンなどに

合わせてリズム打ちを楽しむ。

• 
②慣れてきたら、次のステップに進む。

• 
③さらに慣れてきたら、速さや強弱を変えてみる。

鍵盤ハーモニカを活用した階名当てあそび

念ドレミと友だちになろう」0
0ドレミ7ァソラシ下の●符ti、 1 つずつ●かれたカードをじゅんびし拿す．
0リーダーやくが、カード警 1 拿いずつしめしながら、 rfllの●？」と鱒さ拿す．

0クラスのみんなはカード竃llてc曇璽でえんそうし拿しょう．

戸？
êi

 e
e
 

3 年p.17

々が令

ゞリズムでなかよくなろう e 
鑢く

●拍1このって、先生やリーダーの打つリズムをみんなでまねて、手拍子で打ちましょう。

II リズムのれい 1

ァ伍... 
J
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ー
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5
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|
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工

·Tr· 先生の打つリズムをまねて打ちましょう。

，，んな

J900 .. 
ァ

., アのリズムとほかのリズムを組み合わせてリレーしましょう。

みんな

J900 .. 
ァ→イ

●売生や＇Jーダーの11つリズム彎

拿ねて11つ．

狂
e
“ゥ

え
ゞ
[

n 」i
タタタン （ウン）

••• 

みんな

J900 .. 
ゥ

みんな

J900 .. 
ァ ➔ ゥ

•先主や＇Jーターのnっリズム聾

拿ねてnっ．

3 年p.9

リコーダーを活用したまねっこあそび

序いろいろなパの奮であそぼう」®
・タンギングと●の•ぃ方に量菱つけながら・シの●で鸞〇っこぁそび•し拿しょう·

ー9.o
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", 99) 
9 9 
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玉
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”• し
よ
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し
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•
<
r
」
こ姜

念）コーダーのひくい奮であそぽう」 0
”星などのひくい●のとeは、「トォー）と●うとさのよう

口の中餐広げて、ゆるやかな●のながれで『9U

コー●タンギングと●のながれに賃書つけながら、夏＂ソの●で攣ねっこあそび竃し攣しょう．

tつの●で mo .^.09? （くりかえ嘗）
戸？〗•i」. i |」. i :H 

• 99 (t) tu (t) 
9 9 9 ,  
9 2 3 贔 9 2 3 亀

；ふ芯"..0 .A.09?(<’l"” 
戸．fJ4 」」J l |」」」i :ll 

"一＂一＂一(t),し
''''''''  I 2 3 4 I 2 3 4 

•’'と亀●●●●｀ 99•99ベーツ●●●しょう．

序いろいろな畜であそぽう」
置口~ ？5ベージを●響にして、

ノ 9 シ P C の●餐1つ雙って、攣〇っこあそびをし攣しょう．

·釦の町）の●警＇）コーダーでmoて．tしてみ拿しょう·

一応C芝
3年p.28

3 年p.25 3 年p.49

［他学年の常時活動の例］

• 1 年生p.14 • 15 、 40 、 47

• 2年生p.15 、 17 、 27 、 33

• 4年生p.9、 21
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対話的な
学びを促す

吹き出しの

工夫

子ともどうしの言語活動の充実を図

り、学習のねらいの達成に向けて考え

てほしいことや、発言の例を吹き出し

で示しています。

1 年p.55

e
⑯
 

ならしかたを 1 つめの I●●●● l と
2つめの I●●●● 1でかえて
みてもいいね．

げんきさんのおとは

おもしろいかんじがする．

どんなならしかた置しているのかな．

? 
, 

はで
で
ろ
ム
こ
ズ
と
＂
ク

の
た

5

m

5

5

 

な
よ

ら

に
み

“ 
ー
』ー
で
て
攣
し

ぅ

零
ら

ゅ
" 
く
い
な

4 年p.63

含

紙
面
の
構
成

関運事項の

振り返り

学習したことを振り返って確認することができます。

※ 1 年間の学習の見通しと振り返りに関する詳細は、本書p.17をご覧ください。

5 年p.15 5 年p.52

9くく•9

• 9こいのば＇）Jの●の糟讐について●ぺ●しょう·

•’". 
図：芯認芯’＄孟、迄悶ば

鱈し合い●しょう·

〇もとの罪
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●糞●9
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書えたりしながら、

"tたことq生かして

`. 蒙い万を工夫し拿しょう．

.., 

図芯竺‘万に
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覺•"tt万に
量量"ttて
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e
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0
9
0
0
"
 

＼曲想を生かして歌いましょう。／
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スタ ト 9 r ば
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ヽ
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その他
つ

より進んだ学習活動を示しています。 芦 知識をよリ広げるための学習を

示しています。
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3 表紙

"
 

表
紙

．＝いと探検」

表紙には、「音楽の時間ではどんなことをするのかな」

と子どもたちがワクワクしながら教科書を手にしてほしい

という願いを込めました。

また、教科書に出てくるキャラクターを登場させ、 1 年

生は打楽器や「人形の夢と目覚め」、 3年生は金管楽器や

「ふじ山」など、各学年の授業で扱う内容を描くことで、子

どもたちが音楽に興味•関心をもてるよう配慮しています。

表紙に描かれている子ども

の人数が増えていくこと

で、子どもたちが協働しな

がら音楽を学んでいく様子

や音楽への探究心の大切

さを表しています。

各学年の表紙とテーマ 表紙イラスト：あらゐけいいち

初めての音楽の時間を

楽しもう。

いろいろな音や音楽を

感じて楽しもう。

音楽のよさや面白さを

感じながら演奏しよう。

••••• 

a,·,・

。 O も 8

..... 

．胃●●●

デジタル端末を活用して

音楽でつながろう。

目や耳で感じながら

音楽の美しさを昧わおう。

これまでの音楽体験を、

みんなで分かち合おう。

14 



次世代の音楽文化の担い手となる子どもたちを育成するという観点からも、音楽科の教科

書の果たす役割は大きいと考えています。

裏表紙には、子どもたちが地域の文化や芸能に興味•関心をもち、親しみを感じられる

ように、小学生が各地で郷土の祭りや芸能に取り組み、それらを受け継いでいる写頁を

掲載しています。 園
表
紙

¥
 
゜

地域の文化 - 地域の芸能／

--＼ちいきのぶんかちいきのげいのう／

にしたT こ し●ふくじん

西舘子ども七福神（営沿芯韮）

うたにあわせて、かみさまのすがたをした

こどもたちがまじヽをまいます。

f天霞000 亀
＼ちいきのぶんかちいきのげいのう／

し， . 9 ..どり • • "“..."うし
白間津ささら踊（千葉環南房総市）

「白1111津のオオマチJというおまつりで、................................................................ 
子どもたちがうたにあわせておどります。

¥--ちいきの文化 ちいきのげいのう／

．，．う9•9 こく拿つ たいこ

琉球國祭り太鼓（沼面偽沖縄市）
............................................... 

沖縄につたわる rエイサー」というおどりを......................................................... 

もとにしてつくられた「そうさくエイサー」です。

＼ローちいきの文化 ちいきの点袖／ \~匹09地域の文化 地域の芸能I
c a 

＼地避の文化 地域の芸能I

いわみ ●ぐ●

石見神楽（出ふ隈~85)
........................................................................ 

だいSい

8本の神話や昔ばなしを題材にしたえんもくを、....................................................................... 
．．し

たいこ、かね、笛による鴫子に合わせてまいます。........................................................................ 

たいへい＂とり ＾やさe に●●＾
泰平踊（宮鱒県8南市）
.................................... 

古くからこの地域に伝わるおどりです。....................................................................... 
し●み曾ん し●09 たいこ ばんそ9

三昧織、 RI\、太鼓で伴賽する歌に合わせておどります。........................................................................ 

.
9
 

k

,

 

泣
凶
砂、C

“‘.0`‘ ヽ
’

｀
』

こうづ ぶんらく

高津子ども文楽（哭函府大阪市）
“た＾

文楽では、 1 体の人形を 3人で分担して動かします。
とゆう し．．．＾

人形だけでなく、太夫（語り手）や三妹縁も、.... 

小学生が担当します。
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4 □ 絵
3年生以上の教科書p .2 • 3 では、子どもたちが演奏する際に大切なことを考えたリ、音楽と社会、音楽そのものに

ついての考えを広げ深めるきっかけとなったりするように、音楽をさまざまな視点から捉える内容を掲載しています。

II 口絵
学習内容（リコーダー）との関連 学習内容（歌唱）との関連

\ooeO リコーダーの世界へ／

．．ぶー：：·r：：ベ 9-

ぃ●●●●●ヽゞ·ぺ●●●9 、

川端りささん（リコーダー奏者）

聞き手：藤原道山さん（尺八演奏家）

音楽と社会との関わり→本書p.32

盲；こロ
ロ：口社会

新井麒子さん（クラシックコンサート構成作家）

＼気持ちを歌でとどけましょう／：四と笠ど．m••し●

田中彩子さん（ソプラノ歌手）

聞き手：藤原道山さん（尺八演奏家）

音楽への探究心

f楽は
人闘の命の

寸累です

．：．：：：：．9：：::::：：：ニ.. 

;;',: 仕｀・・ぶ：：ふ

•:’;,9...:9 :? ,;; ,r:;::.y，ぶ，ーぶ7、9:::

笠孔'•. .•五詈：：；笠．；，；•;:ふ笠笠伍
ぷ r`．二#a:::, •芯＇．＇ぶぶ＇•：::::::

：笠，述ふ伍：：亀．：ミ.. 班E:::苫伍i

0西；さ蕊．ら：：
と4 ●9.二=C=,;

出ば：::::：．；；•―

山田和樹さん（指揮者）

16 



恩
「学習マップ」と「ふり返りのページ」

年間を通した学習の見通しをもてるように、各学年の巻頭にその概要を「学習マップ」として示しました。また、学習した

ことをいつでも確認できるように、巻末には「ふり返りのページ」を設けました。

巻頭「学習マップ」

直学習

学年の始めに、この 1

年間で学習する内容につ

いて、大まかなイメージ

をもつことができます。

「
学
習
マ
ッ
プ
」
と
「
ふ
り
返
り
の
ペ
ー
ジ
」

6 年p.4 ｷ5 

巻末「ふり返りのページ」

己旦ヽふり返りのページ

~ ! ④”いうな●●●iiii心）S99●9)言

0 | 
匹●●易• I 
．で●う

コ 99^ •V I エ：馴， 雰：ー・

憑

・ー：;:こ名ムー・
”●→1,し:.,.: :.'1:. ：し'i
• ~••..''''' 

ー：：霊？';：”
り，が；灰炉），ーみ． I、―

Iー四三］
•, 問円 ，心...°", 9 

⑥r;·F· 江＂：9，;:•
つ99べ•,....,.

=~ • ＾::•る o.... o O'ｷ  • •E·,.. ＠ら o o o o o o o 

ｮ «:「¢。。ぃ● " ": ;• 

@0  00  0 0 0 0 0.“ 

竃””と•"
小さ●●と●9, .3 •• C • ’9 

．．．．．の

；芯互．：戸m拓巧戸ア百下
, •,n' •,“'"—, " 9 9 9 ^ 

つ 9●ベージ

ー·• 499.‘· -

·コ，が,:..
くり●しや●●に

●●血• ,.  4‘9こ·：：ごご

公｀；•こ； ・｛．，ニ・て．c.,
‘-9ヽー，

・亀 つ●●べ 9

’’B国翫.,い

一1一鳳..,_:』江咤
，鳥●が． ．．，ー・—

,."一・

＇呵雫·~`●●の●●り万のら”9ヽ●●じ••一一←＂

ヮ 9[417.ｷ̀ •9 l• ．ヽ I. ．．．．．．， l ，●●●●2....
•l~1 ・ 7 . ", .:1J : 9 1・ ~ • • ・ l ■,・・”

'[;: : f: : : : :: : [ : : : ］ばマ：“ | ・
9••••••• 0..^ e.~··· ．．．，．しでい●●●●●'"てい●●●●●●●●ぃ•• 一

学期末や学年末、題

材のまとまりごとに、学

習したことを振り返って

確認したり関連付けたり

することができます。

6 年p.82 • 83 
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及
⑤ 二次元コ

ド

ICTを

活用した学習

教科書の紙面右上の二次元コードを読み取ることで、

タブレット端末で学習をサポートするコンテンツ（ムーブ

の部屋）にアクセスすることができます。

①子ども一人一人の端末で操作できるため、
「個別最適な学び」をサポートします。

久

二
次
元
コ
ー
ド

包iムーブの部屋

紙面には、 eeで示されています。
※ここに掲載されているムープの部屋の画面は、開発中のものです。デザインや内容は発行に向け改良いたします。

ｮ 音楽を聴くことができます ここでは、参考となる音源を聴くことができます。

授業以外の時間でも、曲の雰囲気をつかむことに役立ちます。

＼春の篠手を思いうかべて、歌い方をくふうしましょう。 I

J.100~10恙戸三直皿：
1ｷ2 l;iーるの おがわは .

J
、

さ・
ら

ヤ
J

いくよ

今
●
で
に
●
っ
た
こ
と
を
生
か
し
て
．
患
い
が
伝
わ
●
よ
う
に

.
`
I
 

.. 
し
た
り
●
っ
た
リ
す
る
こ
と
が
で.. 
か
な
．

l きーしのすみれやれんげのはなに
えーびやめだかや こぶなのむれに

釦」J」|」」」」 VI_「「「--」-l-.J_□にI
すーがたやさしく いろうつ くしく

きとーニーうも いちにち ひなたて およぎ

§」-」」」|」J「「 V| 」」」」 1 」」J i II 
さーけよさけよと ささやき ながら

，，ーそぺあそべと ささやき ながら

●え曇

8 ；芯芯芯‘
攣い方になるか"·
貫づいたことや

畢いうかぺたことを

謬し合ってみ宣しょう．

3 年p.10

恩

思
い
を
表
現
に
生
か
そ
う

ゞいている人に、音楽のもり上がりが伝わるように藷籐しましょう。 I 
凡韮鉛 n

ェルガー".,....... 

ヽ●つn`

図出よ芯；ばぢ●分に注目して
さいたりして、羹 の甘溢•つかみ●しょう．

＼●え●9s ::;;;ぢ;：●●して、
潰員のtt万餐工夫し宣しょう·

ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ1ｷｷ 

⑤三i;i詈石；it笠笠‘:`̀ ヱ●＂-•• ,●●田...,.....,●I●,......しC...で曹．

古→ァ ¢hty汎T.=1～ →ィ釘旦ら巳曰～

5 年p.62

1. - -
--威風堂々

※歌喝曲は、ピアノの音で再生されます。
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゜
資料を見ることができます

ここでは、音楽づくりの教材や、楽器を紹介する動画、図形楽譜の再生など

さまざまな資料を活用できます。

音楽づくりの教材

インタラクティブなコンテンツを使用でき、音楽づくりの学習がスムーズになるようサポートします。

.. 
.. 

•• 

~
＿
ヽ
＿
・

• 

＂
―
、
＿
•
―

i
-
、-X

1 9イトル1 ド•,.,...

I •• 1 30秒·■

．．．·~··によって、
...3が●わり•..

•蘊‘.........,,...

こ亙B図＼
ー ·コロー

,X 
'x ■ 

•■f . 
• >OC_. •• x ・·••:.·

)(...  

. 

.”｀のバートに．9のカー9●●●して●諭のリズム●つくり●し...

に］口匡］回国
ヽ0<I)遍す

D

D

D

 

一
鱒
わ
り
の9l

.

.

 

』

.

.

.

.
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.
 

[

-

i

ｭ

i

J

-
.
1
0
0
 

i

h‘~=-

-

J

 

-

7

.
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一
ー
・

[
9

i-— —-i-. 

”J~ 

ii~i.g ——

7~• 

~Ji, 

t
-9

i
19
i
•BB 

①

2

⑨
 

一

久

3 年p.58 「クロックミュージック」 6 年p.22 「ボイスアンサンブルJ

二
次
元
コ
ー
ド

楽器について

持ち方や嗚らし方などの楽器を紹介する動画を掲載しています。

トライアングルのもちかたとならしかた

闘園嘉99

1 年p.52 「おとさがし（トライアングル）」

指くぐり・指またぎ

3 年p.16 「指くぐり・指またぎ」

鑑賞曲について

紙面上の楽譜や図形楽譜に対応する音楽を

聴くことができます。 一...゜十 0。C>o

゜
010 

Looo゜°゜゜°゜
゜

ロロ— I匹IC1● l

4 年p.68 「山の魔王の宮殿にて」
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可
題材と系統一覧

題材は、学年内での学習のバランスを考慮して構成されており、学年間の関連も下図のように系統立ててあります。

そのため、子どもたちの発達段階に応じて「音楽的な見方・考え方」を働かせながら学習を積み重ねていくことができます。

1 年 2年 3年

各学年の

スタートに適した

オリエンテーション

的な題材

1 うたっておどって

なかよくなろう

1音楽でみんなと

つながろう
1 ．音楽で心をつなげよう

ワ
u

題
材
と
系
統
一
覧

r

、

2．はくをかんじとろう」 2．はくのまとまりを

かんじとろう

2歌って音の高さを

かんじとろう

3．はくにのって

リズムをうとう
3．ドレミであそぼう

3．リコーダーのひびきに

親しもう

4みのまわりのおとに

みみをすまそう

4．せいかつの中にある

音を楽しもう

4拍にのって

リズムをかんじとろう

音楽を

形づくっている

要素との関わりを

中心にした題材

5．どれみとなかよくなろう
5．リズムをかさねて

楽しもう

5．せんりつのとくちょうを

かんじとろう

6．せんりつでよびかけあおう 6．＜リかえしを見つけよう
6．せんりつの重なりを

かんじとろう

7．がっきとなかよくなろう
7．いろいろながっきの

音をさがそう

7．いろいろな音のひびきに

親しもう

［8．ようすをおもいうかべよう十→18．ようすをおもいうかべよう

我が国や

郷土の音楽を

学ぶ題材

9．にほんのうたを

たのしもう
[ 9日本のうたでつながろう十→ 8ちいきにつたわる音楽で

つながろう

:• 

学年をまとめる

総合題材

10．みんなであわせて

たのしもう

f‘ 

10．みんなであわせて

楽しもう 」9．思いを音楽で表そう

年間10題材 年閻9題材

20 



①系統的な題材構成により、
6年間の学びが積み重なっていきます。

各学年の年間指導計画は、教育芸術社ホーム

ページから閲覧・ダウンロードすることができ

ます。

https://www.kyogei.eo.jp/textbook/es/es-r6/document 

4年 5年 6年

_[  1音楽で心の輪を広げよう丘 1 歌声をひびかせて

心をつなげよう

) 2．歌声のひびきを感じ取ろう
2．いろいろな音のひびきを

味わおう

) 
3．いろいろなリズムを

感じ取ろう

4ちいきにつたわる音楽に

親しもう

1歌声をひびかせて

心をつなげよう

2．音の重なりを感じ取ろう

3．いろいろな音のひびきを

味わおう

4和音のひびきの

移り変わりを感じ取ろう

3和音のひびきや

音の重なりを感じ取ろう

中
学
校
へ

ワ
u

題
材
と
系
統
一
覧

5．せんりつのとくちょうを

感じ取ろう
5．曲想の変化を感じ取ろう

6．せんりつの重なりを

感じ取ろう

4曲想の変化を楽しもう

6詩と音楽との関わりを

味わおう

5詩と音楽との関わりを

味わおう

7．いろいろな音のひびきを

楽しもう

小
学
校
と
中
学
校
を
通
し
た

9

年
闊
の
学
び
の
つ
な
が
り
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

8日本の音楽でつながろう

:• 

r

、

• 

7．日本の音楽に親しもう

T 

• 

」6日本や世界の音楽に

親しもう

＿一［ 9．思いを音楽で表そう 日 8．思いを表現に生かそう」7．音楽で思いを伝えよう

年間8題材 年間7題材
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8 09 「題材構成」を理解するために
教科書の全体像を捉えるうえ

で要となる「題材構成」について

座談会を行い、 3人の先生方に

お話ししていただきました。

なぜ「題材構成」を用いて教科

書がつくられているのか、あらた

めてそのよさや大切さに気付き、

より深く理解するために、さまざ

まな視点から「題材構成」をひも

といていきます。

小学校主任教鵬

B先生
元大学准教授

"
 

特
集

「
題
材
構
成
」
を
理
解
す
る
た
め
に

音楽に関する汎用的な力を育てる題材構成

A: （教育芸術社の）教科書がどのような構成になっているの

か、その大きな特徴である「題材」について、皆さんと

一緒に考えてみたいと思います。

B: 「 1 曲ずつ指導する」という考え方とは別の「学習指導の

内容を構成するまとまり＝主題」を指す「顆材」ですね。

A ：音楽科以外の教科では「単元」という考え方があって、そ

れぞれの学習が順序立てて進められていきますが、音楽

科の学習では歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞の内容が

それぞれ関連し合っていますね。

B ：歌唱の授業で、例えば「旋律」に着目した場合、次に学習

する器楽や鑑賞、音楽づくりの教材ではどのように「旋律」

が関わっているかという視点でも学習できるので、 1 つの

知識を得たことにより、他にも応用できる汎用的な力を

身に付けることができます。このような主題による題材

構成は、音楽科の学習にとって非常に重要だと思います。

c: 「1 曲ずつ指導する」と聞くと、私は新任の頃にひたすら教

材、教材、教材と 1 曲ずつ教えていたことを思い出しま

す。でもそれは、栄養の偏りに配慮せず、子どもが好きな

献立を毎日考えるような感じがして、「教材を教える」の

に行き詰まることも多く、「よく分からないけれど何かが

足りない」という空虚感をいつも抱えていました。そこか

ら抜け出せたのは、題材構成というものをしっかり捉え

直したことが大きいです。いろいろな学習内容が関連し

合って、充実した学びが生まれるのだと実感しました。

「子どもたちに何を身に付けてほし

いか」と考えると、音楽に関する汎

用的な力を育てることで学習効果に

つながって、題材構成を指導に生

かす意義がみえてくると思います。

教材単位ではなく

題材全体の中で評価を考える

A：題材構成の例として、 4年生の教科書に「旋律の重なり

を感じ取ろう」があります。このテーマをもとに歌唱、鑑

賞、器楽、さらにまた歌唱の順で教材が配置されていま

す。さまざまな学習活動を通して、「旋律」や「音の重なり」

について学び、学んだことを生かしていけるような構成

になっている。この題材の最後の教材「もみじ」では、

子どもたちが主体的、対話的に学習を進める活動例が

示されていますね。

B ：さまざまな学習内容が関連し合っているのは、評価にとっ

ても利点がありますね。 1 つの教材で全てを評価するの

ではなくて、この教材では「知識J、他の教材では「技能」

といったように、何が身に付いたかという評価を題材全

体の中で考えることができる。

c ：そうですね。例えば、歌うことが得意な子どもを歌唱の

「技能」だけで評価しないということですよね。

A：そうすると、教科書の目次を見て「1 つの題材の中にあ

る全ての教材を教えなくてはいけない」と思われている

先生がいらっしゃるかもしれません。
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B: 1 つの題材の中から幾つか教材を選択することがあっても

いいと思います。中学年は確かに学ぶことが多くあって、

内容は厚くなっていますが、いちばん伸びる時期だからだ

と思います。このようなことからも、題材全体の中で評価

を考えていくことの大切さが分かるのではないでしょうか。

A ：そうですね。

c ：まさに「題材構成」の強みですよね。

B ：逆に、低学年では、教材が多く掲載されているのに「時

間が余ってしまう」という話も聞いたことがあります。

c ：低学年では、教材といっても18秒ぐらいで終わってしま

うものもあり、これを45分学習するのも…といった難し

さは確かにあると思います。だからこそ「題材構成」だと

学習の幅を広げることができて、いいんですよね。

B ：それに低学年では、 1 つの教材を使ってリズム遊びや旋

律遊びなどのいろいろな音楽活動を行えるので、もっと

浸透していくといいと思っています。

教材どうしを関連させながら、

学びのつながりや積み重ねが得られる題材構成

c ：一方、「音楽づくり」を単体の教材と捉える傾向がみられ

るのではないでしょうか。また、まとめの段階になると

上手に演奏しようとして、音楽づくりなのにまるで器楽

の授業のようだなと感じることもあります。

A ：でも、「音楽づくり」は題材とのつながりがいちばんある

と思います。例えば、 6年生の教科書にある「いろいろ

な和音の響きを感じ取ろう」の中にある「和音の音で旋律

づくり」を学習する場合、 3·4年の「旋律の特徴を感じ

取ろう」での学習が生かされるし、 5年の「音階の音で

旋律づくり」や和音を扱う学習経験もあります。さらに、

この学習は中学校の旋律の創作にもつながっていくの

で、学びのつながりや積み重ねができる題材構成は重要

だと思います。

B ：学年を超えて「学びがつながっていく」という題材と題材と

の関連も重要ですね。これまでの学年で何を学んだのか

を分かっているのはとても大事なことですし、前の学年

のことを振り返るのが難しければ、教科書の中の「おも

いだそう」や「歌声」、「ふり返りのページ」といった特集的

な扱いを意識して活用するのも効果があると思います。

c ：私は低学年を教えていますが、題材を意識した授業を

するようになってから、子どもたちが学習した言葉を

きちんと使っていることを感じます。 2年生だと「フレー

ズ」など、音楽の内容を理解したうえでイメージを膨ら

ませて発言しており、こうした学習は学年が上がるに

つれとても生きてくると思います。さらに言うと、これ

まで学習した内容が次につながる題材構成は、さまざ

まな子どもたちがいる中での授業に必要不可欠だなと

感じます。

B ：そうですね。例えば、歌うことに苦手意識をもっている

子ともでも、歌喝の学習で気付いたことを次の得意な

器楽の学習に生かすことができるし、鑑賞や音楽づく

りの学習から身に付けた内容を通して、これまで苦手

だと思っていたことに興味•関心をもつ可能性もあり

ます。子どもの個性を尊重した個別最適な学びのあり

方も大事ですね。

まとめ～座談会を振り返って

A ：今回のお話で、「題材構成」のよさは、学びの関連性、

学びの積み重ね、学びのつながりを高めていく効果にあ

るとあらためて感じました。

B: 「つながり」は系統性ともいえますよね。教科書は6年間

のつながりで構成されていて、題材は学年を重ねるごと

に、それまでの学習をもとにして総合的な題材になるよ

うにつくられています。

c ：時には教師の想像を超えて、これまでの学習を生かした

内容の発言を子どもたちから聞けるのは、題材構成を用

いているからこそといえます。習得したことを関連付け

て活用する姿から子どもたちの成長がみえてくるのも、

題材構成のよさだと思いました。

"
 

特
集

「
題
材
構
成
」
を
理
解
す
る
た
め
に

各題材の中で歌唱、器楽、

音楽づくり、鑑賞のそれぞ

れが関連し合っていること

を意識すると、評価を重点

化することができますよね。

そうなんです。記録に残そうとすると負担ですが、

ある教材の鑑賞では「知識」を、同じ題材の他の

教材では「思考力、判断力、表現力等」や「技能」

を見取るといった評価の重み付けができるので

はないかと思います。
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9
 

領域や分野ごとに見る内容の特徴

歌喝 .f-e1・分たちの思いや意図を表現する力を膏でる」観点から

子どもたちが、「こう歌いたい」という気持ちになったとき、その気持ちを表すために必要な力を無

理なく楽しみながら身に付けられるように工夫しました。

II 領域や
分
野
ご
と
に
見
る
内
容
の
特
徴

オリジナル曲のほか、

さまざまなジャンルの中

から教材性が高く、魅力

的な曲を精選しています。

また、発達段階に合わせ

た歌詞の内容や、子ども

たちの声帯に無理な負担

がかからないよう、適切

な音域を設定しています。

曲想にふさわしい声を

出すにはどうしたらよい

か、体や患の使い方な

どを示すコラムを掲載し

ました。表現と技能が一

体化するように、その曲

に必要な技能を示してい

ます。
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作詞：覚和歌子さん

► 

作曲：三宅悠太さん

6 年p.10· 11 

[6年生の学習開始にふさわしいオリジナルの］
新曲を掲載しました。

体や息の使い方

1)-
’ 

●うたうしせい

かる＜上に

ひっばらnるかんじで

あた拿はたかく、 ` かたはらくにして、

むねをひろげるように

どうどうと立ち蒙Y.
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お
体
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2 年p.21 「ドレミのうた」

斉喝や合喝、変声期の

歌い方の工夫など

• 
[Jく口)

あくび聾するような●じで、

●やのと竃’Jラックスさせ

拿しょう•おなかから

麟のてつぺんに胄かって

拿つすぐ●を選るイメージで

●い拿しょう．

4 年p.15 「風のメロディー」

ピ

[)くコ＝E 合●のひびさ
正しい●の●さで●うことに調えて、鎗のバートとの●●のバランスに●●付けながら、

●〇書とけ言わせるよう1こ貫を重ねて●うと、ゆたか0會●のひびさになり●言． 5 年p.36
「こげよマイケル」

—— 

で
て
容
れ
内
ら
な
て
。

的
立
す

践
統
ま

実
系
い

—— 
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彦程感罠を

養―

旋律の階名喝（ドレミ

で歌う活動）を繰り返し

行い、音程感覚を育てま

す。そのときに、ドから

じまで書かれた「ドレミ
風船」のイラストを指さし

ながら音の高さの違いを

イメージして歌います。

子どもたちが声を重

ねる楽しさや美しさを感

じ取りながら、声を合わ

せて歌う力を身に付けら

れるように、段階を踏ん

で無理なく学習できる構

成にしています。
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特
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ロ楽—-~「主体的で意欲的な学習を引き出到観点から

子どもたちにとって、楽器との出会いが大切なものとなるように、導入ページを設置するなど、楽器の取り

上げ方を工夫しました。また、演奏家によるワンポイントアドバイスや、子どもたちの意欲を引き出す合奏教

材も掲載し、子どもたちが主体的に学習を進められるように配慮しています。

闘
領
域
や
分
野
ご
と
に
見
る
内
容
の
特
徴

楽器の写真を大きく

掲載したり、楽器の一部

を使って遊ぶ活動を取り

入れたりして、楽器への

関心が高まるように工夫

しています。
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3 年
p.20ｷ21 

遊
び
を
通
し
て
楽
器
の
特
性
を
知
り
、
音
色
に
親
し
み
ま
す
。

1 年
•I p.34•35 

--ｭ

ッヲ
学年ごとに段階を踏みながら、無理なく学習できるような構成にしています。また適宜、常

時活動を取り入れながら、楽しく繰り返し行えるように工夫しています（本書p.12) 。

ぜ鍵盤楽器のステップ

1 年 5 指まで 2年 5 指でポジション移動 3 年 指くぐり・指またぎ

• 
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低音（ファ・ミ・レ・ド） サミング（ミ・ファ・ソ） 派生音（＃ソ・＃ファ・ b シ・＃~)

歌う

信狐 さくらさくら

8本古●

4 年p.10

b
 \ 

和楽器の学習では筆などを

取り上げ、音色に親しみなが

ら演奏を楽しみます。

また、これまでに学習した

歌喝教材や鑑賞教材と関連さ

せながら学習できるようにして

います。

学びを広げ
深める

(/ 
. . どく●9 

こと独賽による主題と
へん合9

6 つの変賽「さくら」より

闘
・井R大＂．

4 年p.58

演奏家による

ワンポイントアドバイス
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領
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や
分
野
ご
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の
特
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4 年

p.60ｷ61 

手拍子で演奏することができる「クラッピングファンタジー」 (4,5年）や、音楽会などで長

年親しまれている「アフリカンシンフォニー」 (5年）、東京2020オリンピックの閉会式でも

演奏された「Parad i se Has No Border」 (6年・新掲載）など、さまざまな合奏曲を取り

上げています。
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ー楽づ可くり 『~r_学びを生かb~創造性を置か1、日する」観点から

学習してきたことを生かして、思いや意図をもってつくったり、グループ学習を通して友達と協働しながら

音楽をつくったりすることにより、子どもたちの発想力や音を音楽にしていく力を培えるように配慮しました。

子どもたちが「何を」「どのように」工夫すればよいのかという見通しをもてるよう

に、作品例やさまざまなアイディアを例示し、思考、判断しながら、主体的・対

話的な学習に取り組めるようにしています。

学習の手順が丁寧に示されています。

グとをおくたが
。
ん
う
お
よ

ベか
、
し

ぅ
て
ま

ヽし
せ
り
ぷ
k

ら
み
か
くゞ

＼

闘

.,.. 
図択＇）のえ警みて．tiっeのならしかたをためしながら

えにあうおとをさがして、ともだちとしょうかいしあい拿しょう•

• 2 
領
域
や
分
野
ご
と
に
見
る
内
容
の
特
徴

ぷ
り
、
＇
、

と
一

た
書
ぃ

し
＇

cu 

叫
迄

ル
泊
'

.. 
6彬汽も

｀惰c'.?Dv. . 
• 9:ｷ • 

？゜函·r.o:0.. or. : • 
：．．ぶじ‘ャS
ぷじ’ャS

'"'  9 , ` .J' 
: •• 1,•\,. 
,; ̀ ‘‘... t．、斜．．．

“h : } }, ;,‘‘1 /i.9 
1 1'‘1,,'9,'1 1 

'{,9ク’{1, :、,;
I`’9 9 ,,-~ 

が
っ
き
と
な
か
よ
く
な
ろ
う

焉
ん

一
‘
`

.
』
9
9
.
,

'
』

-
5
9
r

.. 
", 

"' ハ
J
←.
r
•
い
＂
＾
‘

?‘ 

9

9

 

ヽ

`
、
9
、
·

::3 

勘ミ，
図

かーん

i 

゜

゜

. 

99く•

"ょ::1行ぶし、兵芯、
おんがくをつくりましょう．

た

.“`‘ B t芍品をぶ宕；
，，んがえましょう．

？ヽ四 00巨 9.,.m 
万可·呵9 ；ゴ―？戸｀t＇i| i.i | 

麿

●つくったおんがく書はつびょうし、
，，んなでささあい攣しょう．

9 • •且／，9| り

学
習
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
音
楽
づ
く
り
に
活
用
し
ま
す
。

1年
p.56ｷ57 

厩
＼時111のながれに合わせて、晉棗をつくりましょう·/

Oi."日＂゜
・ら出芯名：：：::;:•-•^`..”…●●●
一；、

レ
999アン9贔

•." 
日：口よば品？出ばぶマ出iン”'…い•り,.

写
g

, 

、
g

ヽ
i

ヽ
i

o" ＂
：
一
「

0
0
o

i

.
』-9
m

し
し
＇~
~
，
 

え
し..

 

— 5

m

5

 

•" 
•
”
る

.. 
言

9

,

 

.. 
* 

"•S 
t
ぃ
専."" 

3

`

'

ｭ

ュ
＂
｀

.. . , ・
。

A• .. 云
図

. 

• •O 

5 ：：；:;::’'.，：：ば芯．＂力●
●え9し•9.

• !'I :::: .... :::::::,？ぶ贔 9•

思考、判断を促します。

音や言葉による

コミュニケーションを取りながら

友達と作品をつくります。
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題材内のほかの教材と関連させることにより、子どもたちの学びがつながるようにしてい

ます。また、 1 年生から6年生を通して段階的に「音楽づくり」を経験し、中学校の「創作」へ

とつなげます。

つなげて
嚢

ぜ鑑賞、器楽との関連
鑑賞：「こと独奏による主題と

6つの変奏「さくら」より」

器楽：「さくらさくらJ

「さくらさくら」の

音階を使って
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せ器楽との関連
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e 二次元コードの活用
二次元コード先の資料に、音楽づくりをサポー

トするコンテンツがあります。子どもたちは

これらを使って試行錯誤しながら、よりよい

音楽をつくることができます（本書p.19) 。

I 
I 

' ' I 

I 

' 
' ' I 

' 
' 
' I 

' 
' 
' 
' ----__, 

—— 
音楽づくりの系統性は、教育芸術社ホームページから閲覧・ダウンロードすることができます。

https://www.kyogei.eo.jp/textbook/es/es-r6/document 
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鑑賞＿寸音楽の楽bさや美bさに気付きマ感動する心を育でる」観点か.-

聴くねらいを分かりやすく示し、聴き取り、感じ取ったことを友達と共有しやすくしました。また、意見の交

流を通して、より深く音楽を理解できるように配慮しました。さらに、郷土に伝わる音楽をはじめとして、多

様な鑑賞教材を取り上げ、子どもたちが音楽文化の多様性を理解できるように配慮しました。

召金管楽器

学習目標や活動文に加えて、楽器のイラストや写真などを示し、

視覚からも鑑賞のねらいを捉えやすくしています。

トランペットの

音色に注目して

聴きます。
• 

4つの金管楽器の

音色を聴き比べ、

その違いを感じ取ります。

＼千住明さんによるアレンジ●き下ろし／

千住明さん
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楽器の音色に

注目して聴き、

祭り讚子に親しみます。

口祭り囃子

• 
お醗子の締太鼓のリズムを口喝歌で

歌ったり、打ったりして、祭り覇子のよさを

より感じることができるように工夫しています。
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いろいろな楽器や、我が国及び

諸外国の音楽を鑑賞することがで

きるように鑑賞教材を精選しまし

た。その際、それぞれの音楽の

よさや違いを捉えやすくするため

に、比較鑑賞の学習を適宜設け

ています。
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小学校に入学したばかりの子どもたちが、安心して楽しく音楽の学習をスタートできるよ

うに鑑賞教材を新たに開発しました。曲想の異なる3パターンの音楽で構成されています。
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〗り 生活や社会と音楽との関わりについて

生活や社会と音楽との関わ|-

身の回りで見つけた音を音楽づくりの学習に取り入れたり、音や音楽に関わるコラムなどを設けたりして、

子どもたちが音や音楽に対してもった興味•関心と、音楽科の学習がつながるように工夫することで、音楽科

で学んだことを自分の人生や社会に生かすことができるようにしました。

身の回りにあるいろいろな音を見つけ、それらの音を使って即興的に音遊びをする活動を通

して、音そのものの面白さにも気付くことができるように学習の手立てを示しました。

1 年生では、

学校の中で

聞こえる音を通して
• 

2年生では、

家や学校の周りで

聞こえる晴き声を通して
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1 年p.32·33 2 年p.28ｷ29 

社会科や総合的な学習

の時間との連携を図りや

すいように、調べる際の

観点や方法を示しました。
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作品（＝著作物）を尊

重することの大切さを考

えるきっかけとなるよう

に、作品をつくった人に

与えられる権利（＝著作

権）についてのコラムを

設けました。

歌ったり演奏したりす

る活動が、生活や社会

の中でどのような役割を

果たしているのかを考え

るきっかけとなるコラム

や写真を設けました。

前の学習でつくった「ボイスアンサンプル」を手掛かりに考えます。

l●●I 着作籍について知ろう。

”ベージで．．．．．ったリズムアンサンブル●●●●つく999した●●

．彙には、●●”つくったも..●にも．ヽa”つくったも••
●●人“つくつCも•し● 9』•..これ●●●●について●えて●拿し拿,.

g
 

』
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"̀oo m.9.こa●『U濱9といい●，．．
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竺 ＂●9●9●といい拿9.
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~ 1|•Il,t |rI'1’’ 
・趾•Iia.9ビーし＂戴●こと
•イン9-•ットに●●●●配●言•こと

・●●●コンワートで●●，．ことなど

囮

音楽を演奏している人と、それを聴いている観客が

一体となって盛り上がるステージの様子を紹介しています。

1糟集］音楽のもっている力や役割

言貴は、 Sいた,,潰費したりして戴しむことがで●●Tが、そnだ＂ではなく、

いろいろな力●もつてか9．わたば”'生這やn舎のので．g•ざ●な観●●霞たしてい●T.
下の鰐●●響にして、あ〇た1ことっての●鑽はどん0謬在0のか●彎えてみ攣しょう．

一体●警輯わわせるカ

コン”-9ゃ9イブの●●で●，ステーツ上の量’’

も...●●く●●も· •じ●●●璽●●●●しと

’●，ぃっしょに●●●●しんでい●Y,
’°” 1鼻に●゜｀て停●●かしたり●●＃●したり、

99しヽに●つ●’99●ことで、たくさんの人督●●

9して一●●●●わうこと誓で3●nn,

大切なメッセージ書伝えるカ

＂＂＂＊匹妬溢貸というか●●X●●●り、そ
のこと誓●9●けで●●れた「し墓わ●●ぺ●ように1とい

ぅ●が●9)•言•こ．．．．贔＆された人たち．．げ•
し· ••への皐し9亀伝え0督9· •も大●に・いつ誓れて

い●..'●"●●●●●大●災のと●も●くの人た●●

●量”n. I●●に●け9C· •9-•誓んばっていこ

99 1というメッなーツ●伝え●した．

この．．ように、●●はわたい心にと’"以屯99 ,〇●●●●べ""』••荘•出ら•で糞●●“
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6 年p.24·25

さまざまな理由で

集まることができない中、

ィンターネットや

コンピュータなどを

活用して、一緒に

演奏している様子を

紹介しています。

大きな災害がきっかけで

生まれた曲が、

被災された人たちを

勇気付けていることを

紹介しています。
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SDGsにつながる視点

今日的な課題である SDGs （持続可能な開発目標）について、「音楽科としてできることは何か」

を踏まえ、歌唱教材の歌詞や5年生の口絵には、 SDGsにつながる視点を提示し、子どもたちの

考えるきっかけとなるようにしました。

生
活
や
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会
と
音
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

かえ

あなたに生まれてあなたに還る

美しい約束を守りたい （歌詞より抜粋）

5年生p.70 • 71 の歌唱教材「地球へ」には、「地球に守られて

私たちの命がある」というメッセージが込められています。こ

のメッセージは、 SDGsの目標である「12 つくる責任つかう

責任」「13 気候変動に具体的な対策を」などにつながります。

\ 
自然との共生を願った本田美奈子さん

の散文「地球へ」からメッセージを受け取った、半崎美子さんによる書き下ろし／
半崎美子さん

客席からは見ることができない内容を

収録した映像の音楽祭

「地球へ」だけではな

く、各学年にわたって

掲載している歌喝教材

にもSDGsにつながる

側面をもつ歌詞を採用

しています。

5年生p.2·3の口絵の内容は、 SDGsの目標である「4 質の高い教育をみんなに」「9 産業と

技術革新の基盤をつくろう」「10 人や国の不平等をなくそう」につながります。最先端のデジタ

ルなテクノロジーの力によって、時間や場所の違い、一人一人の違いを超えて音楽を楽しむこ

とができます。
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分身ロボットがつなぐ社会

分
身
ロ
ボ
ッ
ト
を
通
じ
て
音
楽
を
鑑
賞

' I 

I 

•• 1 -'-------! 
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道徳教育や人権教育に対写る配慮

互いの人権を尊重し合うこと、つまり「自分の大切さとともにほかの人の大切さを認めること」は、人権教

育の理念でもあります。教科書で取り上げている楽曲の歌詞の内容や写真については、道徳教育や人権教

育の観点に立って十分に吟味して選んでいます。子どもたちが自分自身のよさや可能性を認識して個性を生

かしながら、多様な他者を価値のある存在として尊重し、協働していくことができるように配慮しました。

国際理解、国際親善 家族愛、家庭生活の充実

雹）〗 世界の国々の言豪 EO 

ほか、 3つの国や地域の音楽を掲載
6年
p.48ｷ49 

ぉ年よリにあそびかたをおそわっているようT

喜おうちの人やちいきの

人にわらぺうたを

おそわってもいいね。

2 年
p.58 

礼儀／相互理解、寛容

に●ん·

右の日本匿の
あいさつのことばを
し● 0 

手話であらわして

みよう。

芦 ＼おはよう／

• 

＼ありがとう／ ＼さようなら／

(\ 

2 年
p.7 

セ「友情、信頼」や「自然愛護」の観点で取り上げることができる歌唱教材の例

會, "..,,.、

「Bel i eve」をつくった杉本竜一さんからのメッセージ

u u99 

「信じることの大切さ」をこの曲にたくしました。人間一人一人が、ほんのちょっとした思いや

リを他人や自然に対してもつだけて、世の中が明るくなるのてはないかと、わたしは考えてい

ます。それは、おおげさな行動をとるということてはなく、おたがいに道をゆずリ合うとか、

こまったときに助け合うというような身近なことてす。
••し ないよう .,..,. 

みなさんが歌詞の内容をよく理解して、心を一つにして
歌えば、きっとすてきなハーモニーになるてしょう．

／う止三本竜一

p.66 
「帰り道」

p.8 
「小さな世界」

p.8 
「Believe」

p.50 
「きっと届ける」

生
活
や
社
会
と
音
楽
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

5 年p.9 ほか
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]> 「歌いつごう 日本の歌」と「英語の歌」

大切な

日本の歌を

次の世代へ

子どもたちの発達段階

に応じて、全学年に「歌い

つごう日本の歌」のコー

ナーを設けました。季節ご

との行事などで扱える歌、

動物や自然に優しいまな

ざしを向ける心を育てる

歌、日本語の美しさに触

れられる歌などを取り上

げています。
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三専
3`  

4 年p.70ｷ7 

各学年で

取り上げられている歌
1 年

2 年

3 年

たなばたさま／おしょうがつ／
うれしいひなまつり

夕日／とんぽのめがね／
シャボン玉

ゆりかごの歌／七つの子／

どこかで春が

4 年

5 年

6 年

みかんの花さくおか／
せいくらべ／みどりのそよ風

ちいさい秋みつけた／
海（P松原遠く～）

夏は来ぬ／

浜干鳥

9 9 
「
歌
い
つ
ご
う
日
本
の
歌
」
と
「
英
語
の
歌
」

外国語活動

との連携

3年生から始まる外国語活動の学

習をより豊かに展開できるようにする

ために、国際理解教育の充実という

観点から「英語の歌」を掲載していま

す。英語に初めて触れる子どもたち

への負担にも配慮して、体の部分や

色の名前が含まれた平易な英語歌詞

の歌を選曲しています。

^” ”＿・ー·-.9 9-9 9ン響 •9罵

Head, Shoulders, Knees And Toes ®••9••… 
澤•••)

J.11●一129

^“ 
Heod 

-

}

 

, ナー、 ヽ――
レ•令 99‘ —^‘’’’
9・如｀ し疇會9 0` 

J-ｷｷ 

—-•”‘’ 切0｀咄

ぶ
亀’――

”鼻●ン9

。＾｀
へ•9 し•9*‘'貫鼻●真... "貫 •-X ●ン● 99ヌ

ー.......““鬱•““°`’心& -...”“し

"";• •9い19999 : ●た •n●●● : Uざ

＂．．：つ●●・999:g ..9●,.

m•un :0  "099".. 

3 年p.77

各学年の

英語の歌
3年

4年

p.77 
「Head,Shoulders, Knees And Toes」

p.79 
「S ing a rainbowJ 

p.36 
「Michael,row the boat ashore」

p.64 
「Edelweiss」
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叩図 「鑑賞資料」

6年生の子ともたちに多様な世界に触れてほしいという願いを込めて、「いろいろな音楽をきいてみよう」「日本の古典

芸能」というページを設けました。

「いろいろな音楽をきいてみよう」では、楽器や演奏形態、ジャンルの異なるさまざまな

音楽を掲載しています。各題材で扱う教材では、「目的をもって聴き深めること」を中心に

学習しますが、ここでは、「幅広くいろいろな音楽に出会うこと」を意図しています。

ロロいろいろな奮棗をさいてみよう

::~=-~:;::::~::：ば：ごと9：：芯？：＇―＜●n•O•9●●り、
これ•で～．．．．り●，．．．．．．．．，．．．．．＾曹· •ぃて●●し•9.

ー省' -'、一

" 
a 量の0マンスt

子どもたちの興味•関心を

引き出し、中学校、

さらに生涯学習へと

つながるように、

さまざまな音楽を聴きます。

iラカン109B 
.., .. 

ー，R渇塁J謀•一
,ピ•9バン99と•,.n. 9999•ーン●”ーか． i ＾"●で行こう n
拿0ン囀ーン●‘......,ア，．べ29●●バ-鼻....,.

....に~,..,•• 
"•書曹卜●ど讐菖●9て•s●●..

: 

—R9」(9,9d91--lgm―`
••O••••A•”....‘`...り← 9-“..“'くいこ••..,.,．．．．ぃo、
．;;:•••ビ．．．し●●● ••…· ••ざ●●● • d9●snてい● 9.←...ヽ．．．．．：ぶ上げ•••

心讐ー，も
喜匡;;::::. . .:. 

一J,{’'’IHi19'1,9-
●●鯵勺＇し‘”心．．曰•、
く•"...,..9で｀暴•on●●●●9●

．．．．．．．．イスパ―•ァシ●ン●"暴り••

n'芦2·；；土”〖 “ 苧写琴．憶t
6年p.76·77

古典芸能に

親しむ

「日本の古典芸能」では、我が国に伝わる伝統芸能の中から、雅楽、能楽（能・狂言）、

歌舞伎、文楽（人形浄瑠璃）、組踊を取り上げています。これらは中学校の音楽で本格的に

学習しますが、小学校では他教科との関連を図りながら、各芸能の導入として紹介してい

ます。

ロロ 8本の古費葺艇 ；磁竺誠ぞざェ：m•

—」,1,111,9, l,li11 - -I  fI I'lH', 1.P!,11 -

·コロ
●●●●●9•た•に●し●わたK●●●"· •と●●●●●とした綸a曹..

国語科との関連では、

能や狂言、歌舞伎などを

取り上げる機会と

連携できるように、

社会科との関連では、

年表を掲載し、各芸能が

成立した時代や

文化的・歴史的背景を

見渡せるようにしています。

ヽ Ill’•』9
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6 年p.80·81
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13 全ての人にとって使いやすい教科書を目指して

ユニlふ→ガレラ斗イ→ノ4UD)

色覚特性をはじめとして、さまざまな状態にある子どもたちが、等しく学習を進めることができるような

教科書を目指して、編集や紙面づくりに取り組んでいます。

［特：下□
帝京平成大学教授

田中良広先生

国
全
て
の
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
教
科
書
を
目
指
し
て

専門家の方々の校閲や助言を踏まえながら、学習を進めるうえで大切な文章や楽譜などの情

報にしっかりと注目することができるように工夫しています。例えば、視覚的な情報を一度にた

くさん処理することが困難な子どもたちへの配慮として、イラストの色調を工夫したり、白を基

調とするすっきりとしたデザインを採用したりしています。

歌詞や文章を写真中に入れるときには、無地の部分に配置したり

背景を白くしたりすることで、読みやすさを確保しています。

●●ー●<, 99くいヽ●●レミ 991.,

...と‘"心とば●し●nmヽ●曹．
99くしく＇と999としたふじ」｀・...

C•し●●●くのA••こ●n...."·...... 
●●●ユ●●一今●●`た...つ9して

富．．の人た言にヽく•舎"9い●書

--.....．疇•

縦
書
き
歌
詞
が
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

写
真
の
構
図
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

3 年p.40 • 41 

＼曲想を生かして歌いましょう。／

®几文襲●●ここ2..心且
J-116~126 

｢ J 
.• .• 

疇9.『•

1 かがやくひのか一 If 
2 とぶとぷおおぞー ら
3 やまこえおかこー え

ｮ 

守二拿
ーはウーる 一のやーま
ーはし一る 一だいーち
ーくだーる ーしゃめーん

國
FONT 

UDフォントを全体の9割以上に使用していま

す。タイトルや文章だけでなく、楽譜中の歌詞に

も使用することで、可読性、可視性を高めました。

デジタル教科書に

おける工夫

学習者用デジタル

教科書には、特別な

配慮を必要とする子

どもたちの学習上の

困難を低減するため

に、読み上げ機能や

白黒反転表示機能、

総ルビ機能が付いて

います（本●p.43) 。
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妾きつl

先天色覚異常（いわゆる色盲・色弱）をもつ方々の助言を受けながら編集作業を進め、

色覚特性の違いが学習内容の理解に影響を与えないよう配慮しました。

全ての子どもたちにとって使いやすく学びやすい教材となるよう、また、誰もが違和感

を抱かない色彩になるよう、紙面デザインには繊細な工夫を施しています。

［竺芯に］色覚問題研究グループぱすてる

ぜ囲みの色と形を変えて れそ 呼び
区別した例 に か

‘一一 け

1 年「あいあい」では、「呼びか た て

けて歌う」パートと、「それにこ 怜歌 門̂ 
たえて歌う」パートの囲みを、色 , 、長 • の違いに加えて、長方形と、角 ＾方

角形
が丸い長方形にして使い分ける がツ

ことで、どちらのパートなのか ざ
の判別がしやすくなるように配 長

慮しています。 惰ヽ

お あ ぁ 0 縦書き

さ I I 歌詞の一部
る し‘ し‘
さ あ ぁ
ん し‘ し‘
だ
よ ぁ ぁ

l I 

し‘ し‘ 0 楽譜の一部
ぁ ぁ

あーいあいあーいあいし‘ し‘

1 年p.70

ぜ色が重なる部分に
境界線を用いた例

4年p.58
国

用紙;-•-EO刷—•製本の工夫

子どもたちに安心して教科書を手にしてもらえるように、以下のような工夫をしています。

また、環境へ悪影響を与える薬品を使わない、製造に関わるリサイクル率を高い水準で維持するなど、

環境にも配慮しながら製作しています。

●用紙は軽さを追求しつつ破れにくいものになっています。

また、白さや光沢感を調整し、子どもたちの目への負担軽減にも配慮しています。

●印刷は発色がよく鮮明で、再生可能な植物の油を素材としたインクを使用しています。

●製本はページどうしを接着した丈夫で長持ちする様式にしています。

●表紙は傷れた抗菌作用のある加工方式を施しています。

、製
会
匹9"nm心が

9•、 2

全
て
の
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
教
科
書
を
目
指
し
て
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14 指導書 . デジタル教科書等のご案内

教師用指導書

指導書セットには、授業をサポートする次の7つ

のアイテムが含まれています。

—— 

〇実践編

〇研究編

〇伴奏編

〇指導者用デジタル

教科書（教材）

〇音楽授業支援DVD

〇指導用CD

〇鑑賞用CD

『
一

己
日々の授業の内容を押さえる1 冊

実践編
授業の展開がイメージできるように、

学習活動の流れを掲載します。

発゚
問
例
や

指
導
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
各
教
材
に

関
す
る
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
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評
価
に
は
、

「A
と
判
断
す
る
児
童
の
状
況
の
例
」
も

示
し
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
し
ま
す
。

指
導
書
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の
ご
案
内

己
授業の内容をより深く掘り下げる 1 冊

研究編

主に以下の内容を掲載しています。

●各題材の見通しを立てるための題材のねら

いや意図など

●学習展開の立案に役立つ展開例

●指導を深める指導資料

己」
各教材曲の伴奏譜を掲載

伴奏編

●簡易伴奏譜と本格伴奏譜の2種類を掲載し、用途

に応じて使い分けることができます（一部、本格伴

奏譜のみの曲もあります）。

●必要に応じて、移調楽譜や鑑賞曲の参考楽譜も取

り上げています。

※ここに掲載されている紙面や画像は編集中のサンプルです。文章やデザインなどは変更になる場合があります。

40 



① 
ICTの特性を生かした授業

指導者用デジタル教科書（教材）

「指導者用デジタル教科書（教材）」は、指導者が大型提示装置に映し出して使用します。教科書の紙面が大きく表

示され、「学習者用デジタル教科書」（本書p.43) と同様に、紙面の拡大や書き込みができるほか、音源や映像など

さまざまなコンテンツが収録されており、指導に役立てることができます。

2種類の方法で使用可能予定： ローカルインストール

< 歌唱 J 
楽譜や縦書き歌詞を大きく映し出すことができます。

合唱曲ではパート別の音源を収録しており、再生する

パートを選択して模範演奏を聴くことができます。

乃クラウド配信

リコーダーの教材では、楽譜と運指を大きく映しなが

ら音と連動して動くコンテンツを収録しています。ま

た、和楽器の教材では、楽器の演奏方法を解説した

動画資料などを見ることができます。

二，蛉
ふ
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< 音楽づくり ] 
実際の活動をサポートするコンテンツを収録していま

す。例えば、旋律をつくる学習では、音を選んでつくっ

た旋律を再生することができます。模範として児童に

見せることで、学習の見通しをもって活動に取り組む

ことができます。

uｭ
゜
＿

恣
＿ "-

., 

教科書の譜例を大きく表示したり、それに対応する音

源を聴いたりすることができます。その他に、動画資

料など、補助的な資料を収録しています。
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指導者用デジタル教科書（教材）の体験版はこちら。

htt ps://www.kyogei.co.j p/ dig ita ltextbook/ 2 0 24es/tria l 
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①
 

指導内容や指導方法のイメージを伝える動画

音楽授業支援DVD
先生方を、約2~5分ほどの動画でサポートします。事前

の準備だけでなく、授業中にもご活用いただける内容で

す。

プロの演奏家のお手本を見ながら、学ぶこ 「音楽づくり」の活動の流れを丁寧に伝えま

とができます。 す。

8分奮ぷ（かきかたのれい）

＼
ヽー

音符の書き方を全員で確認できます。

国

/ 表現教材の模範演奏と伴奏を収録

G) 指導用CD
模範演奏と伴奏のほかにも、

●低学年を中心に適宜、階名唱を収録しています。

●中学年以上は、旋律づくりの伴奏例を収録して

います。

① ；教｀は霊を収録
●参考曲は、鑑賞教材に関連する曲を選択して

います。

●日本各地に伝わる郷土芸能や民謡の音源も収

録しています。

指
導
書

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の
ご
案
内

拡大教科書

弱視の子どもたちのために作成される教科書です。音楽を学習するうえで、たい

へん重要な要素である「楽譜」の見やすさや使いやすさを第一に考え、楽譜のまとま

りを見渡せるように配慮したレイアウトになっています。

※紙面サイズは、 29cmX29cmです。
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学習者用テ5jタル教科書

「学習者用デジタル教科書」は、児童一人一人がタブレット端末など

の学習者用コンピュータで使用します。 ICTの特性を生かして学習に取

り組むことができます。

「学習者用デジタル教科書」は、紙の教

科書に代えて授業で使用することがで

きます。音源や動画などのコンテンツ

は含まれておりません。

画面の

拡大・縮小

教科書の紙面を任意の大きさに拡大して表

示することができます。写頁や図などの細か

な部分を拡大して確認することができます。

書き込み機能

m_9-11□»ヽ

ほかのデジタル教材や

ICT機器と

一体的に利用

学習者用タブレット端末で使用でき

る機能（録音・録画など）やほかのデ

ジタル教材、授業支援ソフトと一体

的に使用することで、学習を深める

ことができます。

e
 

教科書の紙面にペンやマーカーで簡単に書いたり消したりできるので、

試行錯誤につながります。また、書き込みにより自分の考えを可視化

して相手に示しながら説明したり、ほかの児童と考えを共有することで

意見をまとめたりすることができます。

ムーブの部屋に

ワンクリックで

アクセス可能

学習者用デジタル教科書では、紙面

上の二次元コードを押下することで、

ムーブの部屋（本書p.18) にアクセ

スすることができます。

＼下記の機能により、特別な配慮を必要とする児童の学習上の困難を低減することができます。／

総ルビ機能

読み上げ機能

教科書の紙面を

機械音声で読み

上げることで、教

科書の内容を認

識・理解しやすく

なります。

白黒反転表示機能

教科書の紙面の背景色や

文字色を変更・反転して

表示することで、一人一

人の状況に応じて、教科

書の内容を理解しやすく

なります。

常’・ふる3と

J •紬如虹一、中ふ吐鼻へ
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総ルビON

-
i-v

瓜
ハ4

]
.

ヽ
｀
し凛ふ

. 
li 
と
貴てえ` ǹ

 
g
 

g
 -

[
 

゜一
教科書の全ての漢字にルビ（ふりがな）を振ることが

でき、漢字が読めないことによる学習のつまずきを

避け、児童の学習意欲を支えることができます。

国
指
導
書
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の
ご
案
内

［学習者用デジタル教科書の体験版はこちら。
https :/ /www. kyoge i.co.j p /dig ita ltext book/ 20 24es/t rial 置］
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( 
検討の観点別に見た特色

) 

教育基本法との関連

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

第一号 音楽科の学習を通して、幅広い知識と教養を身に付けられるように、児童に身近なテーマで、 3 年p.2 • 3 

幅広い知識と教養 音楽にまつわる特集やコラムが設けられている。 4 年p.2 • 3 
を身に付け、真理 5 年p.2 • 3 
を求める態度を養 6年p.2 • 3 、 24 • 25 、 43

い、豊かな情操と 歌詞の内容に配慮した歌唱教材やいろいろな編成の器楽教材、自信をもってつくれる音楽づく 各学年の歌喝教材

道徳心を培うとと り教材、多種多様な鑑賞教材が選ばれ、豊かな情操と道徳心を培えるように配慮されている。 各学年の器楽教材

もに、健やかな身 各学年の音楽づくり教材

体を養うこと。 各学年の鑑賞教材

第二号 対話的な学習を通して、児童が自ら気付いた音楽の価値や、友連の見付けた音楽のよさを尊 キャラクターの吹き出しな

個人の価値を尊重 重し合えるように、教材の提示方法や活動の難易度について配慮されている。 どの情報

して、その能力を 気付いたこと、理解したことを生かして音楽活動が進められるように教材間の関係性が高めら 全学年を通した題材構成

伸ばし、創造性を れ、児童の創造性を培えるように配慮されている。

培い、自主及び自 癌土の音楽を伝承することの大切さを伝えるコラムや写真、職業として音楽活動をしているこ 郷土の音楽：

律の精神を養うと とが分かるオーケストラの写真などが掲載され、音楽と生活、音楽と職業との関連を重視し、 3 年p.60~63

ともに、職業及び 勤労を重んずる態度を養えるように配慮されている。 4 年p.26~29

生活との関連を重 5 年p.58~61

視し、勤労を重ん オーケストラの写真：

ずる態度を養うこ 3 年p.53~55

と。 4 年p.54 • 55 
5 年p.20~23、 26 • 27 
6 年p.16 • 17 、 78

第 第三号 合喝や合奏、音楽づくリにおいて、ペアやグループで学習を進める際に、自分の役割の自覚や 5 年p.36 • 37 
2 正義と賣任、男女 それを果たす賣任感を養ったり、友達と協力しながら音楽をつくり上げる中で、他者を尊敬し 6 年p.18~21
条 の平等、自他の敬 つつ、協力する態度を養ったりすることができるように配慮されている。 各学年の音楽づくり教材
と 愛と協力を重んず ほか
の るとともに、公共 音や音楽を通して社会とのつながりを感じたり、音楽活動が社会に果たす役割を考えたりする 3 年p.63

目 の精神に基づき、 活動を通して、音楽文化の発展に寄与する態度を養えるように配慮されている。 4 年p.28 • 29 
主体的に社会の形 5 年p.2 • 3 、 60 • 61 
成に参画し、その 6 年p.42 • 43 
発展に寄与する態 地域に伝わる芸能や文化などを受け継いでいる同世代の児童の写真が紹介されており、地域 各学年裏表紙

度を養うこと。 社会の絆を大切にし、社会の形成に参画する素地が育まれるように配慮されている。

第四号 自然愛護や、友人を大切にする内容の歌詞をもつ歌が取り上げられており、生命を尊ぶ心情を 3 年p.66 • 67 、 78

生命を尊び、自然 養えるように配慮されている。 5 年p.70 • 71 
を大切にし、環境 6 年p.60 • 61 ほか

の保全に寄与する 自然を守ることの大切さを見つめ直すことのできるコラム、大切に残したい風景をイメージで 1 年p.30 • 31 
態度を養うこと。 きるような写真が掲載され、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養えるように工夫 3 年p.11~13 、 15 ほか

されている。 4 年p.10 • 11 、 44 • 45 
5 年p.53

6 年p.12 • 13 、 45

第五号 我が国に古くから伝わる習慣や文化を紹介するコラムが設けられたり、和楽器の演奏や鑑賞に 3年p.15、 45 5 年p.14

伝統と文化を尊重 あたり、演奏家からのメッセージが紹介されたりするなど、伝統と文化を尊重し、それらを育 4年p.60 5 年p.55

し、それらをはぐく んできた我が国を愛する態度を養えるように工夫されている。

んできた我が国と お囃子や民謡が児童の発達段階に合わせて教材化されており、実際にまねする体験的な活動 3年p.60~62

郷土を愛するとと を通して、郷土の音楽に親しみ、愛着をもてるように工夫されている。 4年p.26 • 27 

もに、他国を尊重 地域に伝わる芸能や文化などを受け継いでいる同世代の児童の写真が紹介されており、児童 各学年裏表紙

し、国際社会の平 が実感をもって伝統や文化を大切にする気持ちを育てられるように配慮されている。

和と発展に寄与す 自国だけでなく他国の国歌も尊重することの大切さに気付けるよう、国歌「君が代Jにコラムが付さ 低学年p.82 • 83 

る態度を養うこと。 れており、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養えるように配慮されている。 中・高学年p86 • 87 
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学習指導要領との関連

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

範
取り扱う内容の範囲は、 低・中・高の各学年の目標及び内容を踏まえて精選された題材と教材によって、必要な範囲の 各学年目次及び各ページ

囲
学習指導要領の目標及 内容が十分に扱われており、音楽科の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっ

び内容によっているか。 ている。

音楽的な見方・考え 音楽活動を通して、無理なく音楽を形づくっている要素を捉えたり、それを生かして表現や鑑 各学年各ページ

方を働かせ、生活や 賞の活動が進められるように、題材は系統的に構成され、学習のねらいは児童に分かりやすく

社会の中の音や音楽と 示されており、音楽と豊かに関わりながら、学校での学びと自分の生活をつなげられるように、

豊かに関わる資質・能 適切に配慮されている。

力を育成できるよう配

慮はなされているか。

「知識及び技能」の習 曲想と音楽の構造との関わりについての気付きや理解を促す内容の吹き出しが適切に配置さ 各学年各ページ

得に関する目標の達 れ、児童にとって学習目標や学習活動との結び付きが分かりやすいものとなっている。

成に向けて、工夫は 児童が自身の表現に対してもった思いや意図を実現するために役立つ写真やコラムが、発達段

なされているか。 階や学習の系統性を踏まえながら、適切に示されている。

昌 「思考力、判断力、表現 児童の作品例やワークシート例のほか、グループ活動時の会話を想定した吹き出しが例示され 3 年p.34 • 35 、 58 • 59 
力等」の育成に関する るなど、児童が表現に対して思いや意図をもったり、音楽や演奏のよさを味わいながら聴いた 4 年p.48~51

目標の達成に向けて、 りするために必要な情報が適切に示されている。 5 年p.30~33

工夫はなされているか。 6 年p.36 • 37 ほか

「学びに向かう力、人 1年間の学習の見通しをもつことができる「学習マップ」のページや、 1年間の学習を振り返るこ 低学年p.2 • 3 、 80 • 81 
間性等」の涵養に関す とができる「ふり返りのページ」が設けられ、児童が主体的に学習に臨むことができるよう工夫 中・高学年p.4 • 5、 82 • 83 
る目標の達成に向け されている。

て、工夫はなされて 各題材の最初のページに題材のねらいを、最後のページに学習を振り返るまとめを掲載し、児 各学年各題材の最初と

いるか。 童がこの題材で「何を学んだのか」「何ができるようになったのか」を確認し、これからの学 最後のページ

習につなげられるよう配慮されている。

児童が音楽科の学習で得た音楽経験や知識を、学校生活や家庭、地域社会での生活に生かすことが 1 年p.32 • 33 2年p.28•29 
できるように、生活の中にあるさまざまな音や音楽への関心を促す教材や特集が配置されている。 5 年p.2 • 3 ほか

i 
（共通事項〕は、学習 各教材で学習する〔共通事項）に示された音楽を形づくっている要素が各教材ページ端に示さ 各学年各ページ

指導を進めるうえで適 れており、さらに、児童が理解しやすい言葉で学習のねらいや活動文、吹き出しの中などで繰

切に扱われているか。 り返し記されるなど、適切に扱われている。

「主体的・対話的で深 児童が自ら進んで学習活動に取り組むことができるように、学習の目標や具体的な活動例、ヒ 各学年各ページ

い学び」の実現に向け ント、資料などが豊冨に用意されており、音楽的な見方・考え方を働かせながら学習が進めら

て、配慮や取り組み れるように配慮されている。

はなされているか。 児童自らが学習の目当てをつかめるように、活動文に「考える」「見つける」「歌う、演奏する、つ 各学年各ページ

くる」のマークを示し、「思考力、判断力、表現力等」や「知識」「技能」に関わる内容を意識しなが

ら学習を進められるように工夫されている。

キャラクターの吹き出しなどにより、児童が意見を交流しやすいようなヒントが示されているほ 各学年各ページ

か、専門家からのメッセージを読むことによって、自分の考えをより広げたり深めたりすること

且
ができるような取り組みがなされている。

巻末には、鑑賞資料やリコーダーの運指表、楽典事項、振り返りのページがまとめて設けられており、 各学年巻末

上 児童が興味•関心をもちながら主体的に学習を進めていくことができるように配慮されている。

の

目
言語活動の充実に向 聴き取ったり感じ取ったりしたことをもとに思考・判断し、理解したことを言葉や音楽で表現で 1 年p.50 • 51 
けた配慮はなされて きるよう、表現教材及び鑑賞教材においては、謂例（絵謂）や挿絵を用いた説明などが充実し 2 年p.42 • 43 3年p.37、 39

や いるか。 ており、それらを活用することで、言語活動の充実が図られるように工夫されている。 4年p.16 • 17、 33
工 5年p.19~21 、 28 • 29 
夫 6年p.16 • 17、 34 • 35 ほか

児童が実感をもって 郷土の音楽を学習する際に、児童が親しみや実感をもって音楽に接することができるように、 3 年p.60~62

学習を進めるための 口喝歌の体験や民謡の歌い方をまねする体験活動が示されている。 4 年p.26 • 27 
体験活動や体を動か 児童の音程感覚を養うために、挿絵の「ドレミ風船」を指さしながら歌い、音の高低の違いを手 1 年p.43

す活動は、適切に設 の動きによって感じ取る活動を設定するなど、歌喝の技能の育成につながる指導上の工夫が取 2 年p.21 ほか

定されているか。 り入れられている。

和音の響きの違いを体の動きを使って感じ取ることができる活動例が示され、実感をもって学 5 年p.35

習を進められるように工夫されている。
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編集上の工夫や特色

観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

題材や教材は系統的・ 題材は、学習指導要領に示されている低・中・高の各学年の目標及び内容を踏まえて構成され 各学年各ページ

発展的に組織されてい ており、各学年、全学年を通して系統的•発展的に組織されている。

るか。 リズム喝、階名喝、合喝などの歌喝の技能や、鍵盤ハーモニカやリコーダーなどの演奏の技 リズム喝：

能については、発達段階を考慮した無理のないステップが踏まれている。 1年p.18~29、 2年p.32~37

階名唱：

低・中学年

（「ドレミ風船」の扱い）

鍵盤ハーモニカ：

1年p.34~43、 2年p.22~27

リコーダー：

3年p.20~29、 49~51 ほか

教材の配列は、単なる 系統性及び発展性をもって組織化された題材を軸に、表現と鑑賞の教材が関連、対照、対比 各学年各ページ

羅列ではなく、教材性 されながら組み合わされており、教材性を生かした多様で効果的な学習が展開できるように

に即して適切であるか。 配列されている。

基礎的・基本的な学 相互に関連性をもった教材の配列により、積み重ねの学習や繰り返しの学習を行いやすく、 各学年各ページ

悶 カの定着について適 音楽活動の基礎的な能力の定着、伸長が着実に図れるように配慮されている。

切な配慮はなされてい その題材で学んだことを振り返ることができるまとめを掲載し、児童が「何を学んだのか」「何 各学年各題材の最後のページ. 
るか。 ができるようになったのか」を確認できるよう工夫されている。

配 各学年で学んだ重要な学習事項を、児童が自分で振り返り確認することのできる「ふり返りの 低学年p.80 • 81 
列 ページ」が設けられており、基礎的・至本的な学力の定着を図れるように配慮されている。 中・高学年p.82 • 83 . 
ヽ 各学校や児童の実態 全学年の系統は題材と教材の扱いによって維持され、題材ごとに教材、活動、程度などが柔 各学年各ページ

に応じた学習指導計画 軟に選択できるよう弾力的に組織されておリ、学習指導計画の作成に当たり、各学校や児童

を立てるための配慮は の実態に対応できるよう適切に配慮されている。

なされているか。

スタートカリキュラム 1年生の導入ページにおいて、聴こえてくる音楽に合わせて体を動かしたり知っている歌を一 1年p.6~21

への配慮はなされてい 緒に探して教え合ったり、ペアやグループで体を動かしながら歌ったりする活動が取り入れら

るか。 れており、無理なく段階を踏んで音楽的な学習へ移行できるように配慮されている。

教材や文章の分量、 題材、教材の分量及びバランスは、各学年の授業時数に配慮したものとなっている。 各学年各ページ

バランス、内容は適切 題材のねらいに即して、学習内容や関連教材などが有機的に組織されており、教材や学習活

であるか。 動の分量を弾力的に増減できるように配慮されている。

文章は児童に分かりやすく丁寧に示されており、文章量も適切なものとなっている。

教材の選択及び扱い 明確な学習の観点のもと、幅広く学習活動を行うことができるように多様な教材が用意され 各学年各ページ

は、学習指導を進める ており、児童が意欲的に取り組むことができるように配慮されている。

うえで適切であるか。 児童の心情に即した新鮮でアイディアに満ちた教材が扱われており、興味•関心をもって学 各学年各ページ

習を進めることができるように配慮されている。

教材や学習活動の程 楽曲や歌詞の内容、音域などについても児童の心身の発達段階に応じて十分に考慮されて 各学年各ページ

度は、児童の心身の いる。

発達段階や能力の実 柔軟で弾力的な学習活動を行えるように程度の差を考慮した教材が扱われており、各学校や 4年p.20 • 21 

教
態に適応しているか。 児童の実態に合わせて活動を選択することができるように配慮されている。 5 年p.16

材
6 年p.18~21 ほか

の

g 「音楽づくり」の学習 学習のねらいや活動の手立てが明確に示されており、児童が主体的に「音楽づくり」の学習活 2 年p.28 • 29 

や
活動について適切な配 動に取り組むことができるように配慮されている。 3 年p.34 • 35 ほか

畠
慮はなされているか。 「音楽づくり」の教材が題材内で有機的に取り上げられており、他の音楽活動と関連させなが 1 年p.48 • 49 

ら学習を進め、学びや、思いや意図を相互に生かせるように配慮されている。 4 年p.62 • 63 
5 年p.38 • 39 ほか

「音楽づくり」の教材については、各学年の発達段階を考慮した無理のないステップが踏まれ 1 年p.48→2 年p.60→

ており、学年が上がるにつれて、着実に学力の積み重ねが行われるように配慮されている。 3 年p.64→ 4 年p.62→

5 年p.38→6 年p.30
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観点 教科書の特色 具体例の参照ページ

我が国の伝統や文化 手遊び歌や縄跳び歌などのわらべうた、地域に伝わる伝統芸能など、児童の生活に即した教 1 年p.66~69

に関する教材の扱いに 材が学年段階に応じて、幅広く用意されている。 2 年p.58 • 59 
おいては、児童が我 鑑賞教材として取り上げた伝統芸能や民謡などには、児童に親しみやすい切り口で学習のね 3 年p.60~63

が国や郷土の音楽に らいや活動が設定されており、実際に音楽の一部を体験する活動を加えるなど、鑑賞学習の 4 年p.26~29

愛着をもてるよう配慮 ポイントを押さえつつ、音楽的側面から親しめるように配慮されている。 5 年p.58~61

はなされているか。

童謡や喝歌などを含め 共通教材については「こころのうた」と銘打ち、我が国の文化や自然環境の保護などの視点か 各学年の共通教材

た我が国の音楽文化 らコラムや写真などが用意されており、児童が知的好奇心や感受性を働かせながら歌うこと

に対する配慮はなされ ができるように配慮されている。

ているか。 各学年に「歌いつごう日本の歌」として童謡や唱歌などが精選して取り上げられており、世代 1年p.78·79 、 2年p.70·71

を超えて日本の音楽文化を共有することができるように配慮されている。 3年p.70·71 、 4年p.70·71

5年p.66·67、 6年p.56·57

鑑賞曲の選択及び扱 題材のねらいに即した選曲により、学習内容が明確になっているとともに、授業時間内で繰り 各学年の鑑賞教材

いは適切であるか。 返し鑑賞することができるように曲の長さについても配慮されている。

g 題材のねらいに含まれる音楽を形づくっている要素を橋渡しとして、歌喝や器楽などの表現 3 年p.46~49

活動と関連付けられるように鑑賞学習のねらいが設定されており、鑑賞と表現の学習が密接 4 年p.38~40
の に関連するように工夫されている。 5 年p.18~21 ほかg 

他教科との関連につい 他教科との関連を図ることで、児童の興味•関心・意欲を高めて学習を一層深めることがで 4 年p.28 • 29 
や て適切な配慮はなされ きるよう、調べ学習や英語の歌、日本の古典芸能などが適切に配置されている。 5 年p.36 • 37 

畠 ているか。 6 年p.80 • 81 ほか

プログラミング的思考 楽器の音色やリズムパターンの組み合わせなどに見通しをもち、試行錯誤を繰り返しながら 3 年p.58 • 59 
の育成に対して配慮は 音楽をつくる教材が設けられ、児童が綸理的に考える力を身に付けられるように配慮されて 4 年p.24 • 25、 48~51

なされているか。 いる。 5 年p.30~33 ほか

国際理解、情報、人権 諸外国の音楽文化に対する理解を深められるよう、踊リの音楽や合奏の音楽を比較鑑賞の形 2 年p.12 • 13 
教育などに配慮はなさ で掲載し、それぞれの音楽のよさや違いを捉えやすくできるよう配慮されている。 6 年p.48 • 49 
れているか。 国歌「君が代」を大切に歌うことと他国の国歌を尊重する態度を養う観点でコラムを設け、国 低学年p.82 • 83 

際理解につながるよう配慮されている。 中・高学年p.86 • 87 
音楽に関する知的財産権についての特集「著作権について知ろう」を設け、作品（著作物）や著 6 年p.24 • 25 
作者を尊重する気持ちを育めるよう配慮されている。

作曲者からのメッセージが紹介されたり、音楽をつくった人や演奏する人の工夫を考える活動 5 年p.9 、 47 、 55

が取り上げられたりするなど、音楽を大切にする態度が養えるように配慮されている。

友運との触れ合いや、自然や動植物を大切にする歌詞を取り上げるなど、道徳との関連にも 3 年p.66 • 67 、 78
行き届くよう配慮されている。 5 年p.70 • 71 ほか

震災を体験した方によるメッセージや、復興がきっかけで歌が生まれたことを伝えるコラムが 5 年p.22

設けられ、「音楽に何ができるか」という観点から児童が考えることができるように配慮されて 6 年p.43
いる。

説明文やイラストなど 楽譜や文字の大きさなどは、児童の発運段階に応じて設定されており、見やすさや読みやす 各学年各ページ

は、学習指導を進める さについても十分に配慮されている。

うえで適切であるか。 イラストや写真などの取り上げ方もアイディアにあふれ、音楽的感覚の育成や知的理解、学 1 年p.32 • 33 
習活動の一助となるように、児童の感性に即して適切に扱われている。 2 年p.44 • 45 

3 年p.24 、 49

5 年p.47 • 48 ほか

表
記 ユニバーサルデザイン 教科書紙面全体として、区別しやすい配色を用いながら、学習上の必要に応じて形状や濃度 各学年各ページ. への配慮はなされてい を違えるなど、確実に識別できるように配慮されている。

g るか。 文章や歌詞、楽譜などの近くにイラストや写真が配置される場合には、学習上必要な情報に

確実に注目することができるよう、シンプルなデザインが採用されており、学習障害のある. 
児童への配慮が行き届いている。

装
丁 全体の体裁は、学習 紙面の大きさは適切で、レイアウトも見やすく統一感がある。 各学年目次及び各ページ

指導を進めるうえで適 題材ごとに通し番号が振られ、インデックス（小口見出し）によって題材のまとまりが分かりや

切であるか。 すく示されるなど、見通しをもって学習することができるように工夫されている。

印刷・製本などは適切 楽譜、文字、イラスト、写真など、印刷の発色もよく、鮮明なものになっている。 各学年各ページ

であるか。 製本はページどうしを接慧した丈夫で長持ちする様式のものとなっている。

再生紙や再生可能な植物油インキを使用するなど、環境にも配慮されている。
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作曲家

佐野靖
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作曲家
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作曲家
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